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１. 運用管理を取り巻く市場動向 
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１. 運用管理を取り巻く市場動向 
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１-１ 仮想環境の拡大続く 

3 

国内仮想化ソフトウェア市場予測 
2010年～2016年 

社内で稼働している全OSの比率 
現在と将来 

仮想環境導入ユーザの増加により 
IT運用高度化に対するニーズも拡大！ 

データは投影のみ。 
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１-２ クラウド用途で自動化ニーズ拡大 
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プライベートクラウドの構築計画状況 国内仮想基盤管理／クラウド管理SW 
市場予測 2010年～2016年 

クラウド運用の市場規模拡大により 
運用高度化ツールに対する需要拡大！ 

データは投影のみ。 
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１-３ 日立のエコシステム 
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日立のクラウド パブリッククラウド 

オンプレミス 

Harmonious Cloud 

高信頼クラウド 

お客様の 
クラウド 

スケール拡張容易な 
グローバルクラウド 

エコシステム 

AWS 
Windows Azure 等 

エコシステム構築で高信頼、迅速配備、柔軟な拡張性のクラウドを実現 
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１-４ 日立のエコシステム ～詳細～ 
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統合 
連携 

利用者 

連携 連携 

基盤
選定 

パブリッククラウド 

スケーリング 

日立のクラウド オンプレミス 

Harmonious 
Cloud 

・Windows Azure 
         等 

お客様のニーズやシステムの特性に合わせて、オンプレミス、様々な特徴を 
持つクラウドを適材適所に組み合わせが可能 
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２. 今どきの運用管理の本当の課題 
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これから これまで 

ＣＩＯ 
の要求 

業務部門 
の目標 

IT部門 
の役割 オンプレミス 

フェーズ１ 

フェーズ２ 

フェーズ３ 

AP 
AP 

AP 

AP 
AP 

AP 

目的 コスト低減 

手段 仮想化と基盤統合  

手段 

スピード開発 

クラウドの活用 

目的 手段 

新ビジネス創出 

サービスの連携 

目的 

IT活用の目的は、データを活用した新たな価値創造へと変化 

先進的で高速/高信頼のシステム 
適正なITコスト、品質と生産性の高いITシステム 
データ利用による価値創造に期待 

■システム化推進 
■業務拡大と効率化 

■グループ統廃合、 
  M&Aによる 

  業務の集約化 

■新商品、新業務の 
 スピード立ち上げ 

■サービスと連携  
■新分野への挑戦 

サイロ化のまま仮想上に構築 

サーバコンソリ 

AP AP 
AP 

AP 新しいクラウド基盤 

AP AP AP AP 

新しいクラウド基盤 

AP AP AP AP 

AP AP 

２-１ IT部門に求められる役割の変遷と新たな問題 
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仮想化技術の導入 仮想化移行で発生する問題 

   エンジニアの知識不足/スキル不足 
原因 

１ 

   物理/仮想の二重構造による運用の複雑化 
原因 

２ 

   障害発生時のトラブル対応が困難 
原因 

３ 

AP AP AP AP AP AP AP 

Virtual Machine 

   平準化によるSL 低下リスク 
問題 

１ 

   構成管理が複雑で困難 
問題 

２ 

   問題発生時の原因究明対象が複雑 
問題 

３ 

性能の問題は？ 

障害の原因は？ 

運用業務に必要な技術レベルが上がり、管理する対象も複雑怪奇に。 

へ 
これ以上はムリー 

(*) 

* SL：Service Level  

仮想化により自由度が上がり、リソース確保が容易に 
なったので、許諾管理をキチンとする必要が出てきた。 

リソース 
使います 

了解 
認めます 

２-２ 運用管理の複雑化の原因 
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２-３ 運用管理の課題を解決するには 
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システムスキル要 

複雑なトラブルへの対応 

運用コストの複雑化 

運用業務の属人化 

マイナスのスパイラル 

課題 

 解決するには？ 

運用管理手順の整理/見える化 

運用管理手順の標準化と自動化 

状況分析/システム資産の整理 

日々の運用改善 

アプリケーション 
ライフサイクルにおける改善 
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Plan 
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PaaS基盤 ： 日々の運用改善とシステム資産の整理を実現 

動かしながら整理、回しながら適正化。運用しやすく、コストも低減。 

Check 監視運用 

Do 

更改 Action 

初期構築 定常運用 

運用改善管理手順の
見える化/標準化/ 
自動化 

P D 

C A 

日々の 
運用改善 ３章 

状況分析/ 
システム資産の整理 

アプリケーションライフ 
サイクルにおける改善 ４章 

２-４ PaaS基盤の利用で運用管理の課題を解決 
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３. 日々の運用改善 
   （見える化/標準化/自動化） 

12 
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見える化 

３-１ 自動化で日々の運用管理業務はどう変わるか？ 

13 

共有化 

標準化 

障害の統合監視 

ヘルプデスク 

運用 
マニュアル 

自動化 

業務品質向上 
 

スピードＵＰ！ 
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３-２ まずは、運用品質を向上させよう 
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見える化 共有化 

障害の統合監視 

ヘルプデスク 

運用プロセスを見える化し、ノウハウを共有化しよう！ 

インシデントを一元管理すると共に、 
障害時運用、災害対策運用、 
メンテナンス運用のプロセスを見える化し、 
ノウハウの共有化を推進する。 
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３-３ 運用の見える化/共有化事例 
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運用プロセスの見える化/共有化に向けた仕組みづくりを支援 
発生した問題を、漏れなく効率的に解決へと導く 

システムの事象を一元管理 重要なインシデントの一元管理 

障害時の登録イベントを 
インシデントとして自動登録 

案件クローズで、 
登録元イベントも自動で 

【対処済】に変更 

  
案件管理データベース 

インシデント管理 問題管理 変更管理 リリース管理 

各プロセスの作業記録を管理。過去の案件が検索でき、類似案件の迅速な対処が可能。 

エスカレーション時は、 
自動で依頼メールを送信。 
作業モレを防止。 

作業期限前にはフォロー 
メールを自動送信可能。 
未処理案件の沈み込みを防止。 
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３-４ 次に、スピードも向上させよう 
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標準化 

運用 
マニュアル 

自動化 

業務品質向上 
 

スピードＵＰ！ 

運用プロセスを標準化し、自動化しよう！ 

見える化し共有化したインシデントに対する 
対応プロセスを標準化し、ベテラン/新人を 
問わず均一な品質で運用できるよう、標準化を 
図る。自動化できる手順は自動化し、ヒューマン 
エラーを撲滅する。 
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３-５ 運用の標準化/自動化事例  
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各運用プロセスでの作業手順をシステムで可視化 
オペレーションのきめ細やかな標準化と自動化を実現 

インシデント管理 問題管理 変更管理 
リリース管理 

作業のナビゲーション 

フローチャートで手順を 
標準化し作業漏れを防止 

他システムやマニュアルの 
URLを記載、呼び出し可能 

画面からコンテンツを 
選択するだけで、 

一連の作業を自動で実行 

追加！ 

オペレーションの自動化 

実施した手順や自動化した 
オペレーションの実行履歴を 
残せるので、それら履歴を 
分析して手順や運用を見直し、 
最適化することが可能 

各フローの詳細は 
ガイダンス領域で確認 
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自動化で効率UPしたいけど、どんな作業が適用できるの？ 

３-６ 運用の自動化適用例 

18 

 
・仮想化環境構築作業 
・バックアップ構築作業 
 

キッティング作業 
 
・日々のサーバ稼働状態、環境情報の取得 
・定期的なリブート作業（電源ON/OFF） 

サーバ操作作業 

 
・OSパスワード変更作業 
・OSパッチ適用作業 
・Webシステム運用作業 

インフラ運用作業 
 
・ジョブ管理製品のカレンダ情報の設定作業 
・ジョブ実行スケジュールの変更作業 
・データの転送作業(FTP等) 
・ジョブの起動状態、設定状態の確認作業 
・業務実行操作ログの出力と確認作業 

ジョブ運用作業 
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３-７ 影響範囲分析のための構成の可視化 

サービス管理者 

サービス利用者 

監視担当者 

システム変更や障害の影響範囲を迅速に特定したい 

課題例：サーバと関係のあるサービスがすぐに分からない 
          ⇒障害時に影響があるサービス管理者にすぐに連絡できない 

JP1/IM 

JP1/Cm2/NNMi 

JP1/ITSLM 

JP1/PFM 

監視 

JP1/IM - UCMDB AE 

②影響範囲を特定 

JP1/Cm2/SSO 

JP1/IM - SS 

構成情報参照 

新規インシデント登録 

①障害検知 

障害が発生した 
という事実のみ 
連絡 

③サービス管理者
へ第一報 

④サービス利用
者へ第一報 

19 
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過負荷 

遅延 

ネットワークの関連性は 
JP1/IM-UCMDB AEが 
JP1/Cm2/NNMiとの 
連携で自動収集 

サービス利用者 

３-８ 障害の検知 

20 
サービス管理者 

①JP1/Cm2/NNMi、 JP1/Cm2/SSOがネットワーク機器の過負荷を検出して 
監視担当者に通知。同時に、JP1/PFMやJP1/ITSLMがサーバのレスポンス遅延を
検出して監視担当者に通知。 
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②監視担当者は影響分析を実行し、影響があるサービスと、 
   そのサービスを利用している端末を特定。 

影響を受ける管理者と 
利用者に連絡が必要 

影響の有無を定める 
ルールはテンプレートから 
容易に作成が可能 

３-９ 障害の影響範囲を検索 
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：障害発生箇所 

：影響を受ける箇所 

サービス利用者 サービス管理者 
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『ネットワーク障害発生、サービスCとSに影響有』と連絡 

連絡対象者検索結果 

③④監視担当者は連絡すべき管理者・利用者を検索し、連絡する。 

PDF、Excel 
などの形式で 
エクスポート可能 

３-１０ 影響範囲に含まれる管理者に連絡 

22 
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３-１１ 影響範囲分析のための構成の可視化 

サービス管理者 

サービス利用者 

監視担当者 

JP1/IM – UCMDB AE 
JP1/IM - SS 

JP1/AO 

JP1/IM - NP 

手順の自動化
が可能 

手順書をシステム上
に作成することが可能 

②原因判明 

原因の切り分けに
構成情報を参照 

①調査開始 

③対処方法の確定 

新規インシデント 類似インシデント 

構成情報参照 

原因、サービス 
復旧見込み、 
不稼働時の 
代替手段を連絡 

④第二報 

⑤復旧作業 

手順書 

運用 

手順書に従って
調査を行う 

必要に応じてエスカレーション 

⑥復旧 

⑦復旧連絡 

管理ツールを使えば・・・ 

機器の種類 
サーバの役割 
変更履歴 など 

23 
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システム変更や障害の影響範囲を迅速に特定できる 

３-１２ 影響範囲分析のための構成の可視化 

システム変更や障害の影響範囲を迅速に特定したい 

課題例：サーバと関係のあるサービスがすぐに分からない 
          ⇒障害時に影響があるサービス管理者にすぐに連絡できない 

サーバと関係のあるサービスがすぐに分かる 
⇒障害時に影響があるサービス管理者にすぐに連絡できる 

障害時のサービスレベル向上 

24 
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３-１３ これからの運用管理     

25 

業務サーバ 
業務システム管理者 

運用管理者 

見える化 共有化 

標準化 自動化 

システムの 
事象を一元管理 

重要なイベントは 
インシデントとして登録 

該当する 
運用手順を 
開く 

頻度の高い 
オペレーションは 
自動化 

連 

絡 
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システム全体を見渡して、問題のあるプロセスを容易に特定できると 
同時に案件対応の情報をノウハウとして蓄積を行うことが重要！ 

件数をクリックすると
該当案件を一覧表示 

作業中の案件、解決が長期化している 
案件、最優先案件の件数を表示。 
前週、および前月の比較も表示。 

26 

３-１４ システム全体の案件状況管理と情報の蓄積 
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発生したインシデントの各種情報を日単位/月単位/年単位に集計し、 
定期的なシステム評価をすることで改善を継続することが重要！ 

今月のインシデント案件の要因の内訳トップ３
ランク 要因名 件数 発生率

1 新規ハードウェア 34 0.24
2 資料不足 21 0.15
3 新規ソフトウェア 13 0.09

集計期間内のインシデント案件の要因の内訳トップ３
ランク 要因名 件数 発生率

1 新規ソフトウェア 353 0.11
2 仕様 344 0.10
3 資料不足 109 0.03

0

50

100

150

200

250

2007/01 2007/02 2007/03 2007/04 2007/05 2007/06 2007/07 2007/08 2007/09 2007/10 2007/11 2007/12

プロセス不良

他社問題

仕様

ユーザミス

資料不足

ドキュメント

既知ハードウェア

新規ハードウェア

既知ソフトウェア

新規ソフトウェア

Aシステム

運用レポート 

KPIを数値化可能 
・一次サポート解決率 

・インシデント解決までの平均所要時間 

・作業期限内のインシデント解決率  
                      など 

※ KPI（key performance indicator）：重要業績評価指標 

Microsoft Excelのマクロ、 
集計データをダウンロード 

27 

３-１５ インシデントの内容からシステム分析と改善 
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４.アプリケーションライフサイクルにおける改善と 
  スピードアップ！ 

28 
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４-１ クラウド活用を推進するにはIaaS基盤＝＞PaaS基盤 

29 

これから これまで 

ＣＩＯ 
の要求 

業務部門 
の目標 

IT部門 
の役割 オンプレミス 

フェーズ１ 

フェーズ２ 

フェーズ３ 

AP 
AP 

AP 

AP 
AP 

AP 

目的 コスト低減 

手段 仮想化と基盤統合  

手段 

スピード開発 

クラウドの活用 

目的 手段 

新ビジネス創出 

サービスの連携 

目的 

IT活用の目的は、データを活用した新たな価値創造へと変化 

先進的で高速/高信頼のシステム 
適正なITコスト、品質と生産性の高いITシステム 
データ利用による価値創造に期待 

■システム化推進 
■業務拡大と効率化 

■グループ統廃合、 
  M&Aによる 

  業務の集約化 

■新商品、新業務の 
 スピード立ち上げ 

■サービスと連携  
■新分野への挑戦 

サーバコンソリ 

AP AP 
AP 

AP 新しいクラウド基盤 

AP AP AP AP 

新しいクラウド基盤 

AP AP AP AP 

AP AP 

IaaS基盤 ＝＞ PaaS基盤 
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４-２ 仮想化による業務集約の実現～フェーズ１～ 

30 

仮想化基盤（仮想化ソフト、ゲストOS) 

物理環境（ハード、ストレージ、NW、etc) 

 
業務アプリケーション基盤 

 

認証・アクセス 
 

データ活用基盤 

標準化 

 ・分散したシステムを集約 
 ・仮想化基盤レベルで基盤を統合 特長 

 ・サーバリソースの有効活用 
 ・インフラ(ハード、OS)レベルの運用を集約 効果 

 
業務アプリケーション基盤 

 

認証・アクセス 
 

データ活用基盤 

 
業務アプリケーション基盤 

 

認証・アクセス 
 

データ活用基盤 

フェーズ１ 

 
【経営部門】インフラリレベルでITコストを最適化できるのみ 
【業務部門】アプリケーションの開発スピードはオンプレミスとあまり変わらない 
【IT部門】システムごとに、ミドルウェアの構築や調達が必要 
 課題 

仮想化技術で仮想化 
基盤のレイヤまで統合。 
しかし、業務毎にアプ 
リケーション基盤など 
は個別に構築・運用 
しなければならない。 

社会変化に対し、さらなる柔軟かつ迅速な対応を実現するためには、 

さらなる標準化が必要 

個別 
最適 

運用管理基盤（ジョブ管理、監視、稼働管理、バックアップ） 

IaaS基盤 

販売管理 生産管理 出荷管理 
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新業務システムに 
おいて、基盤の構築は 

依頼を出すだけ。 
アプリケーションの 
開発に専念できる。 

４-３ 開発スピード向上に向けたクラウドの活用～フェーズ２～ 

31 

標準化 
(PaaS 
基盤) 

 ・運用の自動化で基盤環境提供のスピードと質が向上 
 ・アプリケーションミドルウェアのレベルで基盤を標準化 特長 

 ・業務アプリケーションは基盤を意識せずに開発に専念 
 ・共通基盤として運用を集約 効果 

フェーズ２ 

販売管理 生産管理 出荷管理 

【経営部門】ビジネスのスタートダッシュ、さらなるITコスト最適化が実現 
【業務部門】インフラを意識することなく、アプリケーションの開発に専念 
【IT部門】インフラの提供をスピードアップ、運用を集約し効率化 

解決 

『PaaS基盤』の実現によりクラウド活用を推進 

アプリケーション基盤 

認証・ 
アクセス基盤 

統合 
ポータル基盤 

データ 
活用基盤 

IF基盤 
業務 

共通基盤 

仮想化基盤（仮想化ソフト、ゲストOS) 

物理環境（ハード、ストレージ、NW、etc) 

運用管理基盤（ジョブ管理、監視、稼働管理、バックアップ＋自動化（配備、設定、収集）） 
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４-４ アプリケーションライフサイクルでシステム資産を整理 
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Plan 

PaaS基盤 ： 日々の運用改善とシステム資産の整理を実現 

動かしながら整理、回しながら適正化。運用しやすく、コストも低減。 

Check 監視運用 

Do 

更改 Action 

初期構築 定常運用 

仮想上にオンプレミスのシ
ステムをそのまま乗せる 

仮想化移行で発生する
問題を解決 

システム資産を整理する
ための情報を収集 

状況分析/ 
システム資産の整理 

アプリケーションライフ 
サイクルにおける改善 

日々の 
運用改善 
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PaaS基盤 

４-５ アプリケーションライフサイクルの中で改善すべき事柄 

   仮想化移行で発生する問題を解決 

管理対象の適正化 

稼働状況を監視 
 

状態統計情報のレポーティング 
 

システム資産の整理 

課題 １ 

   業務変化のスピードアップを支援 

アプリケーションライフ 
サイクルのスピードアップ 

課題 ２ 

SL確保のテンプレート活用 
 

仮想環境配備の自動化 
 

監視ポイント設定の自動化 
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   業務変化のスピードアップを支援 

アプリケーションライフ 
サイクルのスピードアップ 

課題 ２ 

SL確保のテンプレート活用 
 

仮想環境配備の自動化 
 

監視ポイント設定の自動化 

34 

  

稼働状況を監視 
 

状態統計情報のレポーティング 
 

システム資産の整理 

課題 １ 

PaaS基盤 

 仮想化移行で発生する問題を解決 

４-６ 仮想化移行で発生する問題を解決 
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リソースやアプリケーションの状態を確認し、システム資産を整理 

サーバＡ 

サーバＢ 

サーバC 

サーバＤ 

35 

システム単位の 
傾向を把握 

  課題 １ ４-７ 状態統計情報のレポーティング （例） 
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４-８ 資産を整理し、管理対象を適正化（事例） 

0 

50 

100 
（％） 

VM１ 

0 

50 

100 
（％） 

VM２ 

0 

50 

100 
（％） 

VM３ 

0 

50 

100 
（％） 

VM４ 

物理Ａ 物理B 

0 

50 

100 

VM１ 
0 

50 

100 

VM２ 

VM３ 

管理対象の適正化 

オンデマンド 
サービスに移行 

 各仮想サーバのリソース使用量 

Check 

Action 

過去１年の統計情報 

Check 

評価/再割当 

管理対象の整理 

 システム資産の整理 

  課題 １ 
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管理対象の適正化 

稼働状況を監視 
 

状態統計情報のレポーティング 
 

システム資産の整理 

課題 １ 

37 

４-９ 業務変化のスピードアップを支援 

PaaS基盤 

   業務変化のスピードアップを支援 

アプリケーションライフ 
サイクルのスピードアップ 

課題 ２ 

SL確保のテンプレート活用 
 

仮想環境配備の自動化 
 

監視ポイント設定の自動化 

 仮想化移行で発生する問題を解決 
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プラットフォーム設計フェーズ 構築フェーズ 

概算見積 方式設計 詳細見積 

テンプレートにより削減可能 

ミドルパラ
メタ確定 

ミドル 
環境構築 

・テンプレート適用検討と選択 
・業務要件入力 

・業務要件入力 
・VMデプロイ指示 ・ Webフロントシステム 

・ 規模別にS/M/Lを用意 
・ユーザカスタマイズ可能 

標準テンプレート 

サイジング  / 使用リソース確保 / ミドル定義生成 VMデプロイ 

１ 
SL確保の 
テンプレート活用 

２ 
仮想環境 
配備の自動化 

３ 
監視ポイント 
設定の自動化 

  課題 ２ 

要件定義 詳細設計 構築 

４-１０ スピードアップのためのＰＦ設計の仕掛け 
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テンプレートを使えば、アプリケーションサーバ、DBサーバ構成の 
高品質な業務システム基盤を、簡単に構築/デプロイ可能 
 

テンプレート一覧 

入力 Small Medium Large 

最大TPS（TPS) 10以下 50以下 100以下 

DBデータ量（GB) 10以下 50以下 100以下 

更新量（MB/日) 50以下 250以下 500以下 

要件入力 

ミドルパラ
メタ出力 

入力 

出力 
各入力値に対応した 
S/M/Lのテンプレートを準備 

（数値は案件事例から） 

テンプレートの選択 

スケールの指定 

自動作成 DB 
サーバ 

運用管理ツール 

AP 
サーバ 

AP 
サーバ 

AP 
サーバ 

  課題 ２ 

(*) 

４-１１ ① SL確保のテンプレート活用 
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適用前 適用後

40 

 アプリケーション実行環境の構築 
６０％削減！ 

弊社のデータセンタに適用 

自動化導入前後の作業時間比較 

65 

25 

30 

30 

25 

15 

10 
10 

（単位：分） 

セキュリティ設定 
 

例.セキュリティ製品インストール 
  パスワード設定 
  ユーザ情報登録 

アプリケーション設定 
 

例.IEのプロキシ設定 
  NTPの設定 

OSの設定 
 

例.IPアドレスの設定 
  ファイアウォールの設定 

仮想サーバ設定 
 

例.仮想サーバ作成 
  CPU、メモリ、ディスクの設定 

60分 

150分 

  課題 ２ ４-１２ ② 仮想環境配備の自動化 
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４-１３ ③ 監視ポイント設定の自動化 
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OS、サーバ、ネットワークの監視対象、項目、アラームを 
自動設定することで、工数をかけずに構築可能 

システム改善/拡張が 
分かる仕掛けを簡単に 
作ることができる。 

  課題 ２ 

サーバ追加に伴う監視設定も一括でOK。 

コンテンツを選択して実行するだけなので、 

マニュアルも作業手順も不要。 
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５. まとめ 
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５-１ まとめ 
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 運用管理コストを削減するには 

① 日々の運用改善は、見える化/標準化/自動化で対応 

② ライフサイクルでのシステム資産整理で管理対象の適正化 

 アプリケーションライフサイクルのスピード化は 

① ノウハウや経験が詰まったテンプレート活用 

② 自動化によるアプリケーション実行環境の構築 

 自動化システムを成功させるコツは 

① 実行頻度は少ないが属人化している運用の見直し 

② 実行頻度が多い運用等の効率化を検討 
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製品略称及び商標 
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•Amazonは、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。 
•MicrosoftおよびExcelは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。  
• VMwareは、米国およびその他の地域における VMware, Inc. の登録商標または商標です。 
•Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。  

 
•その他、本資料に記載の会社名、製品またはサービス名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

・他社商品名、商標などの引用に関する表示 

・製品略称 

製品名称 本資料での表記 

JP1/Automatic Operation JP1/AO 

JP1/Cm2/Network Node Manager i JP1/Cm2/NNMi 

JP1/Cm2/SNMP System Observer JP1/Cm2/SSO 

JP1/Integrated Manager – Navigation Platform JP1/IM – NP 

JP1/Integrated Manager – Service Support JP1/IM – SS 

JP1/Integrated Manager – Universal CMDB Advanced Edition JP1/IM – UCMDB AE 

JP1/IT Service Level Management JP1/ITSLM 

JP1/Performance Management JP1/PFM 
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株式会社 日立製作所 情報・通信システム社 
ITプラットフォーム事業本部 

2013/07/11 

加藤 恵理 

END 
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～仮想化、クラウド環境で実力を発揮する 
日立プラットフォームソリューション～ 

ビジネスIT環境の進化を支える運用管理のあり方とは 
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